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2017年に水防法等の一部を改正する法律が施行されたことにより，要配慮者利用施設に対して，洪水・

土砂災害における防災対策や訓練の実施に関する事項を定めた避難確保計画の作成と避難訓練の実施が義

務付けられた．しかし，それ以降に発生した全国の水害において，避難確保計画を定めていたにもかかわ

らず、想定通りの避難ができない事例が続発した．その要因として，計画上で豪雨時の避難に適さない避

難先が選定されており，計画の実行が阻害されたことが挙げられる． 

本研究では，信濃川沿いの新潟県燕市・見附市・長岡市・小千谷市において避難確保計画の策定が義務

付けられている高齢者介護施設を対象にとしてアンケート調査を行い，現行の計画で避難先として選定さ

れている施設における避難する際の阻害要因を検討する．そして，それらの阻害要因を除外して避難先を

決定した場合，立ち退き避難の時間短縮と労力の削減がどの程度可能かを推定する． 
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1. 背景と目的 

 

2017年に高齢者福祉施設において，避難確保計画の作

成が義務づけられ，洪水・土砂災害における防災対策の

策定が定められるようになった．しかし，施設が避難確

保計画を策定していたのにもかかわらず，計画通りに避

難ができていなかった事例が全国で続発している． 

このような事例が続発した要因として，避難確保計画

上で豪雨災害時の避難に適さない避難先が選定されてい

た，避難先までの移動経路において，迅速な避難を実行

する上での阻害要因が存在した等の理由により，計画の

実行が阻害されてしまったことが考えられる． 

本研究では，信濃川沿いに位置する新潟県燕市・見附

市・長岡市・小千谷市において，洪水時の避難確保計画

の策定が義務付けられている高齢者介護施設を対象にア

ンケート調査を行い，現行の避難確保計画上で避難先と

して選定されている施設及び避難先までの移動経路にお

ける避難する際の阻害要因を検討する．そして，それら

の阻害要因を除外して避難先を決定した場合，立ち退き

避難の時間短縮と労力の削減がどの程度可能かを推定す

る． 

 

 

2. 避難確保計画の内容と実際の避難行動との乖

離 

 

近年の高齢者介護施設における豪雨災害の被災事例に

おいて，施設が作成した避難確保計画の内容と実際の避

難行動との間に乖離が発生した事例は多くみられる． 

例えば2020年7月に発生した豪雨災害において，熊本

県球磨村にある特別養護老人ホーム「千寿園」では，事

前に作成された施設の避難確保計画において，土砂災害

に対する災害リスクは十分に考慮されていたが，洪水災

害の浸水リスクに対する考慮が不十分であったとされて
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いる 1)．そのため，駐車場などの雨天時の避難には適さ

ない屋外スペースが避難場所として選定されており，屋

内の避難先は，球磨村の指定避難場所に指定されていな

い施設が選定されていた．そのため，豪雨災害発生時に

は屋外の避難先には避難が困難となり，屋内の避難先は

指定避難場所ではないことから，千寿園が避難を開始し

た避難準備・高齢者等避難開始が発令されたときに開所

しておらず，結果として施設内での垂直避難をせざるを

得ない状況に陥ってしまった． 

また，同年の 7月 27日から 29日かけて山形県内で発

生した豪雨災害について，石塚 2)が行った山形県内の高

齢者介護施設を対象に行ったアンケート調査では，「計

画通りの避難であったか」という質問に対し，約 40％

の施設が「計画通りではない」と回答し，その理由とし

て，計画より時間がかかったことや職員不足，当日の避

難先の変更や手配車両の渋滞などが挙げられた． 

さらには，廖ら 3)によれば，2018年 7月豪雨で被災し

た岡山県倉敷市真備町の高齢者介護施設でのヒアリング

調査でも，事前の計画と実際の避難行動とでの乖離があ

ったことが判明し，具体的には応援の職員が駆けつける

のに想定以上に時間を要したこと，避難先に定められて

いた施設で，ハザードマップに記載された想定浸水深を

考慮しておらず，垂直避難を想定したマニュアルや訓練

が行われていなかったことが挙げられた． 

本研究では，このような乖離に着目し，現行の避難確

保計画で記載されている立ち退き避難先の客観的な安全

性，避難実効性について検討するとともに，各施設が潜

在的に覚知している不安も同時に明らかにし，より実現

可能性が高い避難確保計画を作成するために必要な要件

を検討するのが目標である． 

 

 

3. アンケート調査の概要 

 

(1) アンケート調査を行うにあたっての仮説 

 

本研究でのアンケート調査では以下の仮説を立てた． 

仮説 

「調査対象施設における立ち退き避難先及び避難先ま

での避難経路には，迅速な避難をするうえで，また避難

先での業務を継続するうえでの阻害要因が存在するため，

現状の避難先では実効性の高い避難行動の実現は難しい

のではないか．」 

 

(2) 調査対象施設について 

a)調査対象施設 

1.で述べた通り，本研究の対象地域は，新潟県長岡市・

燕市・見附市・小千谷市で「洪水時の避難確保計画の作

成が義務付けられた施設である．具体的な施設名は，各

自治体のウェブページや，地域防災計画，問い合わせに

よって得た．調査対象施設数は表-1の通りである． 

 

表-1 各自治体の調査対象施設数 

自治体 施設数 

燕市 89 

見附市 21 

長岡市 31 

小千谷市 3 

計 144 

 

b)各自治体における調査対象施設の地理的分布 

燕市と長岡市における調査対象施設の立地と，想定最

大規模降雨時の信濃川の浸水想定区域図を重ねた地図を

図-1，図-2に示す． 

 

図-1 燕市における調査対象施設の立地 

 

図-2 長岡市における調査対象施設の立地 
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 燕市と長岡市の立地を比較すると，両地域ともに燕市

は信濃川の支川周辺に施設が多く分布しているため，想

定浸水深が 5.0m 未満の区域内にある施設が多くみられ

る．一方で，長岡市は信濃川幹川周辺に施設が多く分布

していることもあり，想定浸水深が 5.0m 以上の区域内

に存在する施設が多いため，燕市よりも洪水災害による

浸水被害のリスクが高い施設が多く分布していることが

分かる． 

また，両地域は浸水区域が広域にわたっていることも

あり，浸水リスクを避けるためるためにはかなりの長距

離を移動しなければならない可能性がある．よって，避

難の際の利用者の移動や物資の運搬は車両によって行う

のが適切であると考えられる．しかし，車両による運搬

の場合，渋滞による避難行動にかかる時間の増加や道路

の浸水などによる避難経路の遮断などが懸念されるため，

迅速な避難を実行するために，避難時の移動車両の手配

方法の確立や避難時の移動経路の確認を平常時から確認

しておくなどして，渋滞などの懸念事項を未然に防ぐこ

とが重要であると考えられる． 

 

(3) アンケート調査内容について 

アンケート調査の項目，質問内容と目的は以下の通り

である．  

a)調査対象施設の現況について 

 調査対象施設内の利用者人数，職員の勤務体制，移動

車両の有無などを調査し（表-2），調査対象施設の規模

を知るｋとで，同規模の避難先を選定することができる． 

 

表-2 調査対象施設の現況について

 

 

b)洪水被害の避難確保計画の作成について 

避難確保計画の作成状況や他の災害関連計画との一元

化の有無などを調査し（表-3），調査対象施設の洪水災

害に対する意識を確認することを目的とする． 

 
表-3 洪水被害の避難確保計画の作成について 

 

 

c)避難確保計画の内容について 

 立ち退き避難先の施設の住所や選定理由，調査対象施

設が立ち退き避難先の施設及び立ち退き避難先までの避

難経路に関する懸念点などを調査し（表-4），立ち退き

避難先及び立ち退き避難先までの避難経路に存在する避

難確保計画上での避難を実行する上での阻害要因を明ら

かにすること，調査結果を，新たにより適切な避難先を

選定する上での判断材料にすることを目的とする． 

 

表-4 避難確保計画の内容 

 

 

 

4. 今後の予定 

 

アンケート調査結果の報告は発表時に譲る．調査にお

いては調査対象施設における避難確保計画上の立ち退く

避難先施設，避難先及び避難先までの避難経路に関する

懸念点などを調査したうえで，各調査対象施設ごとに，

避難確保計画上の立ち退き避難先などに存在する避難を

する上での阻害要因を明らかにする．明らかにした阻害

要因を踏まえて最適な立ち退き避難先を選定し，選定し

た立ち退き避難先に避難する場合，立ち退き避難の際の

時間短縮と労働力削減が見込めるかを評価する． 
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日中（　人）
夜間（　人）
決まっていない
1.通所利用の利用者（　人）
2.滞在利用の利用者（　人）
1.通所利用の利用者（　人）
2.滞在利用の利用者（　人）

施設の建物の階数をお答えください （　階）
1.はい
２.いいえ

リフト車などの移動用車両を所有していますか

施設の属性

日中と夜間それぞれに、何人の職員が常駐することが制定
されていますか

施設の利用者人数を教えてください

問2で回答した利用者のうち、移動が困難な利用者の人数
をお答えください

分類 質問 選択肢
1.避難確保計画を作成済み
2.避難確保計画の作成が未済
3.避難確保計画を作成予定

1.はい

2.いいえ

1.はい

2.いいえ

問7で1または2を回答した場合にお答えください。定
期的な避難確保計画の見直しを行っていますか。

問9で1を回答した方のみお答えください。計画の見
直しの際に専門家などから助言をもらっていますか

洪水災害の避難確保計画の作成状況についてお答
えください

洪水災害の避難確保計画作成について

避難先の施設名をお答
えください

施設名（　）

避難先の住所をお答え
ください

住所（　）

１． 洪水害に備えて、浸水が想定されるよ
りも高い施設の上階を避難先に選定
２． 洪水害に備えて、洪水浸水想定区域
３． 土砂災害に備えて、土砂災害警戒区
4.避難先でも、業務の継続が可能であるた
5.同法人の施設であるため
6.避難先に水や食料・薬品などの物資の備
蓄が保管されているため
7.市などの行政が指定した施設であるため
8．その他
※具体的な内容を自由記載
1.施設の利用者全員が避難できるほどの
スペースが確保できない
2.水や食料、薬品などの物資の備蓄が不
3.非常用電源やベッド、トイレなど普段の業
務が継続できる設備が整っていない
4.認知症の方や寝たきりの方などの介護
ができる環境ではない
5.避難先と２４時間連絡が可能な連絡手段
6.避難先への避難を実行した際に、避難先
が避難受け入れ準備が整っていない可能
7.その他
※具体的な内容を自由記載

どのような理由で避難
先を選定されたか、該
当するものを選択してく
ださい。（複数選択可）

避難先に関する懸念点
について以下の選択肢
からお答えください（複

数回答可）

避難確保計画の内容について
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